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平
成
二
十
三
年
五
月
十
六
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
質
疑
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
三
年
五
月
十
六
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
現
状

と
今
後
の
対
応
を
巡
り
、
質
疑
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
つ
い
て
は
、
一
日
も
早
い
事
態
の
収
束
と
避
難
さ
れ
て
い
る

方
々
へ
の
対
応
を
望
む
立
場
か
ら
、
政
府
側
及
び
参
考
人
の
答
弁
に
関
し
、
以
下
三
項
目
に
わ
た
り
質
問
す
る
。

一

中
川
正
春
議
員
の
質
問
に
対
し
、
参
考
人
で
あ
る
東
京
電
力
清
水
正
孝
社
長
は
、
関
係
者
へ
の
仮
払
い
に
関
し
、
資
産
売

却
等
を
進
め
て
も
手
持
ち
の
資
金
は
早
晩
シ
ョ
ー
ト
す
る
と
し
て
、
五
月
十
三
日
に
決
定
さ
れ
た
「
原
子
力
損
害
の
賠
償
に

関
す
る
政
府
の
支
援
の
枠
組
み
」
（
以
下
、
「
枠
組
み
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
法
案
の
今
国
会
成
立
を
お
願
い
す
る

旨
、
答
弁
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
つ
い
て
は
、

�

東
京
電
力
の
関
係
者
へ
の
仮
払
い
に
係
る
資
金
の
準
備
状
況
に
つ
い
て
、
政
府
の
把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
伺
う
。

�

菅
内
閣
と
し
て
、
枠
組
み
の
実
現
の
た
め
の
法
案
を
今
通
常
国
会
に
提
出
す
る
方
針
で
あ
る
の
か
、
確
認
す
る
。

二

塩
崎
恭
久
議
員
の
二
次
補
正
予
算
の
早
期
編
成
を
求
め
る
質
問
に
対
し
、
野
田
財
務
大
臣
か
ら
、
本
格
的
な
復
興
を
目
指

す
補
正
予
算
の
編
成
に
は
慎
重
に
取
り
組
み
た
い
と
し
つ
つ
、
「
一
・
五
次
」
補
正
予
算
の
可
能
性
に
言
及
す
る
答
弁
が

あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
つ
い
て
は
、
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�

「
一
・
五
次
」
補
正
予
算
の
対
象
と
し
て
想
定
さ
れ
る
内
容
を
伺
う
。

�

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
本
格
的
な
復
興
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
様
々
な
議
論
が
必
要
で
あ
る
と
は
理
解
す
る
も
の
の
、

復
旧
や
原
子
力
事
故
へ
の
対
応
に
お
い
て
、
現
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
な
い
経
費
の
必
要
性
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

事
態
の
深
刻
さ
か
ら
し
て
、
速
や
か
に
措
置
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
菅
内
閣
の
対
処
方
針
を
伺
う
。

三

阿
部
知
子
議
員
の
原
子
力
事
故
の
今
後
の
推
移
に
際
し
て
の
リ
ス
ク
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
参
考
人
で
あ
る
班
目
春
樹

原
子
力
安
全
委
員
会
委
員
長
は
、
原
子
力
安
全
・
保
安
院
か
ら
正
確
な
情
報
を
得
て
い
な
い
と
の
答
弁
を
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
つ
い
て
は
、

�

内
閣
に
お
け
る
原
子
力
安
全
委
員
会
の
独
立
性
は
理
解
す
る
も
の
の
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
現
状
に
鑑
み
、

「
原
子
力
安
全
・
保
安
院
か
ら
正
確
な
情
報
を
得
て
い
な
い
」
と
い
う
事
態
は
望
ま
し
く
な
く
、
両
者
の
情
報
の
共
有
は

不
可
欠
と
考
え
る
が
、
菅
内
閣
の
見
解
を
伺
う
。

�

「
事
故
の
収
束
に
向
け
た
道
筋
」
に
つ
い
て
も
、
原
子
力
安
全
・
保
安
院
か
ら
原
子
力
安
全
委
員
会
に
対
し
、
十
分
な

説
明
を
行
い
、
両
者
の
認
識
を
共
有
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
現
状
を
確
認
す
る
。

右
質
問
す
る
。

二


